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早いもので平成も残り 1 ヶ月とな
りました。各メディアにおいては，
新年号の予想や平成の重大ニュース
など，平成に関連する話題が多く見
受けられます。ある平成を振り返る
特集から，建設業界に関係するもの
を取り上げてみたところ，平成 5 年
レインボーブリッジ開通，平成 9 年
東京湾アクアライン開通，平成 15
年六本木ヒルズ開業，平成 24 年東
京スカイツリー開業といった歴史的
事業が成された一方で，甚大な被害
をもたらした自然災害も多く発生し
ております。主だったものだけでも，
平成 3 年雲仙普賢岳大火砕流，平成
7 年阪神・淡路大震災，平成 16 年
新潟中越地震，平成 23 年東日本大
震災，平成 26 年御嶽山噴火，豪雨
による広島土砂災害，平成 28 年熊
本地震とあります。特に今月 11 日
は東日本大震災発生から 8 年とな
り，テレビで当時と現在の状況を映
像で拝見するにあたり，自然災害の
脅威を改めて感じる次第です。

今月号の特集は『土工事』です。
土工事に関する最新技術の紹介とし
て，大規模土工事，土地改良，地盤
改良，液状化対策，軟弱地盤への対
応，補強工法をキーワードに特集報
文を依頼致しましたところ，今回ご
紹介する報文におきましても，東日
本大震災の復興・復旧，液状化対策
として，『釜石市中央ブロック復興
整備事業での盛土材の現地製造』，

『福島県藤沼ダムの震災後復旧工

事』，『高圧噴射撹拌工法による矩形
改良体を活用した液状化対策工法と
施工事例』，『液状化地盤における橋
台基礎の耐震性能評価と耐震対策技
術の開発』，平成 28 年北海道豪雨災
害対策として『水理模型実験による
橋台背面盛土の崩壊メカニズムと対
策工に関する検討』，豪雨や地震に
よる防災対策として『ジオグリッド
および短繊維混合補強砂を用いたの
り面表層保護工』と，自然災害に対
する復興・復旧と対策に関する報文
が見受けられます。このように，土
工事技術は人類が自然災害と対峙し
てきた歴史から進歩していることを
再認識致します。

同様に，土工事の技術進歩には
ICT も欠かせないものとなってお
ります。立命館大学 深川先生の巻
頭言『「下町ロケット」から土工事
の無人化施工を考える』をはじめ，『3
次元データを活用した大規模土工の
見える化を実現』，『ICT を活用し
た地盤改良工法の新施工管理システ
ム』と ICT に関連する報文も紹介
しております。

最後に，今月号はご多忙にも関わ
らず快くご執筆をお受けいただいた
皆様のおかげで，順調に報文が集ま
りまして，編集委員としては嬉しい
限りでした。ご寄稿いただいた皆様，
特に表紙のレイアウトにもご協力い
ただきました岩手県建設業協会の村
上様，2 件の報文をご寄稿いただき
ました北見工業大学様，この場を借
りて厚く御礼申し上げます。ありが
とうございました。

  （中村優・鈴木）

4 月号「建築特集」予告
・国土交通省における BIM/CIM の普及・促進　・官庁営繕事業における生産性向上に係る取り
組み　・ICT 導入協議会　・鉄骨工事における自動化施工技術に関する開発　・建設工事におけ
る鉄骨現場溶接作業の自動化と課題　・BIM とデジタル測定機器を連携させた設備検査手法を構
築　・建設業界における VR/AR の取り組みと活用事例　・建設工事写真管理における IT 活用
整備と自動処理化の取組み　・人間と同じ重労働が可能な人間型ロボット試作機 HRP-5P の開発  
・安全教育における VR の活用　・中大規模の木造建築を念頭にした CLT 床の開発　・建築分
野における 3D モデリング　・AOA 方式を利用した屋内測位システムとその事例紹介　・BIM
モデルの活用により昇降機の計画を効率化
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